
   2002年「四季折々」より 柏で迎える単身赴任最後の12月    

来年定年を迎え、神戸に帰るえることを決めた2002年12月 長かった単身赴任の生活を終え柏で迎える最後の師走 

どんなことをかんがえていたのだろうか・・・・と。 2002年「四季折々」のページを繰ってみましたが、思いは今と同じ。 

大きな変革期のうねりの中、まだ日本はもがきつづけているのだなあ・・・と。 

 2002年12月  師走  関東で 晩秋と初冬が入り混じる中で 2002年「四季折々」より 

 



 
  

 

 



 

 

2002年 12月 こんな風に過ごしていたのかと昔を懐かしく思い出しました。 

2002年 12月 長い会社生活を終える年だったのだと・・・・・・・  

これも 12月年年賀はがきのおかげ。 「未」の周り年 まだまだこれからぞと 

この言葉 今も呪文のように 今の生活の中に・・・・ 


